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ニカメイガ卵の発育と温度との関係
杉山章卒
ニカメイガ卵の理論的発育零点並び仁積算温度仁ついては八木(1934)は120C，91日度，道
家〈鏑木など1939)は12.70C， 75.8日度であるとし，道家は更仁これらの関係は17.10-280
Cの間仁おいてのみ適用される，すなわち，との間で発育速度は温度の増加に比例して直線的仁増
すと述べた.実際の発育零点については，春川 (1931)が， 11-11.50Cが発育の最低温度とみ
ることが出来るだろうど述べているのみで，その後それ仁ついて明らかな数字を示したものはなやょうで
ある.筆者はとの点を解く手掛かりともなり，またこの発育零点附近である時期を経過した卵がどの
ような発育をその後に行なうか，更仁高温・低温に処理される時間の相対的関係が卵の発育仁どの
ような影響を与えるかなどを見るためにこの実験を行なった.実験は中途であり，供試数その他不備
め点が多いが，おおよその傾向は判ったので， とりあえずここ仁報告することとする.
材料と方法
実験に用いた卵は，蛍光置によって集めたニカメイガの雌を1頭ずつ，印刷紙を筒状に挿し入れ
た試験管中(湿度1∞%)仁入れて産ませたものである.250C以上を実験温度とするものはそれぞ
れの温度で， 200C及ひそれ以下を実験温度とするものは300文は250Cで産卵させるのを原則とし
た.
卵l土産付当夜既定の温度中lこ入れられたが， 200C以下を実験温度とする試験では，翌日仁な
ってその実験温度に入れられることもあった.従ってこの場合仁はその温度に入る前に半日乃至1日
300または250Cに置かれたこと仁なるので，結果の取り扱いには補正を必要とした.
実験に用いた温度は350，300， 280， 250， 200， 100， 及び50Cであるが，その振れはそれぞ
れ:i:0.50Cぐらいである.とき仁6。ー100，平均80Cをも用ひた.湿度はすべて1∞%とし，卵を
牧容する容様は道家のそれにならった.
調査事項は各卵塊ごと仁，W1化数， 卵内匪子完成数， 総卵数とし，W1化を始めてから2昼
夜の間毎日 3回ずつ調査した. したがって前後7回の調査で打切ったことになる.調査時刻は10
時， 16時， 22時どしたので，実際の瞬化時刻とは最大6時間近くのずれがあり得る.
卵は毎日 19時から翌日 9時までの聞に産まれたものを最初の日の22時産付卵として取り扱った
から産卵時刻仁一3時聞から+11時間のずれがあることになるが，実際lこは19時半から21時半
までの間仁産まれるものが全体の80%であるから〈鏑木など1939)，時間のずれは大部分がー2.5時
聞からー 0.5時間の範囲に止まる.
卵期間は産卵日時から勝化開始日時までとしたが，この僻化開始日時とは，最多勝化数の半ば
以上が僻化した日時をもってすること左した.卵塊ιよっては僅か仁l粒文は数粒が先行的に勝化
し，大部分はその10時間後または 1日後仁熊化するというようなこともあり， このわずかの卵粒が先
行解化した日時を解化開始日時・とするごとは卵期間を定めるとき仁多大の誤差を招くおそれがあるか
らである.
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なお，産卵時刻ど勝化時刻lこはそれぞれ実際のものとの聞に前記のようなずれがあるので，卵期間
仁も -3.5時聞から +5.5時間のずれがあり得る.
。春)1仁よれば， 1化期と2化期で卵期聞が異なるが，これは280から320C位の間で， しかも産
卵時と処理時とで温度の異なる場合である.現試験では， 250C以上では処理温度と等しい温度
仁1昼夜以上蛾を放置し，産卵せしめたのであるから，前記のような相違はないものと考えられるし，
実際仁も差をつけがたいので， 1， 2化期の成績を併せ用いた.
用いた定温器は前面ガラス張りの冷凍器付橋型定温緑及び四方ガラス張りの定温器で，特仁光
の調整は量的並びlこ時間的仁行なわないで，室内の自然状態のままとした.なお， 60ー100，平均
80Cの場合は電気冷蔵庫を用いたので，全く暗黒状態のもとで実験されたこととなる.
各実験区10卵塊ずつ，ー卵塊は50粒から100粒ぐらいのものを用いるのを原則としたが， 5卵
塊供試仁終ったものもある. したがって，得られた結果の振れは相当仁大きし1場合もあり，結果的仁
は傾向の判った仁過ぎない試験区もあった.これら仁ついては再試験を必要とすることは言うまでもな
い.
実験結果
a)理論的発育零点 350， 300， 280， 250， 200及び150Cの6種恒温に卵を産付当夜から入
れた結果は第1表のとおりである.これから見ると， 150-300Cの間では，匹子の発育速度は温度
第 1表 ニカメイガ隆子の発育と温度左の関係
発 育 速 度
警官Z温度 卵期間 帰化率a b 
'0 O.錨~ a.g 自.t85 4.49 0.2硲7
30 4.80 0.2083 0.2067 88.7 90.1 
28 5.49 0.1821 0.1856 84.3 88.0 
25 6.41 0.1561 0.1537 81.1 85.5 
20 8.92ホ 0.10∞ 0.1∞7 87.2 87.2 
15 (20.83) 0.0480 0.0477 80.7 87.2 
発育速度a{土卵期間より計算.bはy=0.0106x-0.11l3より計算
1-0.2083 車産付後.200C仁入る前lこ300Cで1日を経過，従ってその発育速度aIi' 8.92-=了とじて計算
( ) 150C I土2種類の異なった試験法から成否ので，それぞれの発育速度を計算し，その平均0.0480から逆
算.
に比例してほほ直線的仁増加するが， 300Cを越えると，発育速度の増加は鈍化してくる.よって，
350Cを除いた5温度の数字に基いて，発育速度と温度との関係を求めたところ，次の実験式が得
られた.
y=0.0106x-0.1113**'" 
y:発育速度，x:温度 (OC)
したがって，T(tー 10.5)=94.34 
T:発育日数， t:温度 (OC)
すなわち，理論的発育零点は10.50C，発育の積算温度は94.34日度となった. いずれ仁して
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も，八木並び仁道家が得たものどはやや異なる.この相違は，筆者の実験個体数が少なかったため
か，または発育速度の増加曲線中，直線どみなした部が150-300Cι 道家の場合より範囲が広
かったためかもしれない.いずれにしても，この報告では， これが一応の基盤となって論議が進められ
る.
なお， 350Cの発育速度が上式から計算して得られる値よりかなり低いことは， 350Cはニカメイガ
匪子の発育に適する高温限界を越えたと見るべきで，これは静化率が42.5%，卵内臨子完成率が
53.0%で， ともに他の5温度のそれよりかなり低いことからも容易にうなづかれる.
b) 100cの発育状況 理論的発育零点以下の100Cという低温が匹子の発育にどのように関与
するかは次の実験で大体うかがうことができた.
すなわち， 300Cで産まれた卵を20時間後lこ100C仁入れ， 9日を経てから， 250， 200， 150C 
の3種恒温に移して，その発育経過を見たのである.その結果， 250C仁入れてから平均4.92日，
200Cのときは平均7.42日， 150Cでは平均14.57日で勝化した. これから次式によって逆算し
て， 100Cのときの発育速度を求めてみた.但し，この計算に用いた250，200， 150Cの発育速度
は前実験式から得られたものである.この求め方は，土屋 (1939)が，二化螺蛾踊期の発育仁及
lます変温の影響を追究したときに用やたものと軌をー つにする.
VIO=と盗三f叱主虫色
LIO 
V: 300， 100またはがCの発育速度，
t: 300， 10。またはがCに接触した日数，
n:飼育温度，つまり 250，200または150C
その結果， 3種の飼育温度から求めたlOOCの発育速度は0.0081，0.0091及び0.0149とか
なり差があるが，これは実験数の少なし1ことから来た誤差と思われるので，一応平均して0.0107を
得た
別仁，前記と同様じ産まれてから 300Cで20時間経過後， 100Cに9日間処理してから固定
したもの，同様に19日経ってから，また29日過ぎてから，それぞれ固定した卵塊を検鏡して，その
匪子発育状態を後藤(1955)のそれと照し合わせて見たところ， 9日後では匹子は突起形成期η
初期， 19日後ではそれの後期と匪大匹子期η間にあるものが多く， 29日後では限斑期:こ達したも
のが1例あったが，他は肥大匹子期から反転期にあることが判明した.これを時間的二見ると，後
藤の第1表の匪子発育40時間， 51時間， 67時間に本実験の9日後， 19日後， 29日後のもの
がほぼ相当する.これから，前処理300C，20時間の匹子発育を差引いて，その残りから発育速
度を計算して見ると， 9日後固定の標本からは0.0098，19日後のものからは':'.0:>85，29日後の
第 2表 100Cで9日間処理されたニカメイガ座子の後飼育温度における発育
飼育温度
飼育温度に
入れてから
解化ずるま
一一一一一一一一主空時間吋1 日
25 4.92 
20 
15 
7.42 
14.57 
発
a 
0.1502 
0.0996 
0.0507 
育
発育遼凌 aはlQOcの発育速度を0.01として計算
bはy=0.0106x-0.1113より計算.
遼
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度
b 
0.1537 
0.1∞7 
0.0477 
勝化率
94.7 
89.4 
91.2 
理常幸
% 
95.6 
90.1 
95.5 
ものからは0.0092が得られた.とれはさき仁得られた0.0107にかなり近し¥
この両方の点から， 100 Cの発育速度は大体0.01と言うことができよう.
きて，これを基として，逆にさきの実験における250，200， 150Cの各発育速度aを計算してみ
ると，実験式かち得た各温度の速度bと第2表のよう仁かなりよく}致する.
次に， 100Cに置く期聞が前記の9日より長くなると，その延びた期間の発育仁見合うだけ，後
処理の250，200， 150Cの期聞が短くなるはずである(Linet al. 1954)が， 100Cを19日間
として行なった実験では第3衰のよう仁， 100C 9日間の場合よりむしろ長くなって居る.つまり，
250， 200， 150Cで僻化はするが，その各温度の発育速度aが実験式から得た値 bよりかなり低
い.とれは，解化事並びに卵内匪子完成率が非常に低いこととともに， 19日も 100C仁置けば，そ
ののち適温仁入れても，匪子の発育は抑えられるという悪い影響を残すことを示すものである.
第 3表 100Cで19日間処理されたニカメイガ妊手の後飼育温度における発育
飼入育温度に 発 育 速 度
卵完内成怪子率飼育温度 れ化てから 解化率解するま
での墜間 a b 
-ι 目 % 84:: 25 5.07 0.1260 0.1537 27.5 
20 8.14 0.0785 0.1007 14.9 68.7 
15 16.42 0.0389 0.0477 4.1 65.2 
更に， 100C仁29日聞入れた場合は，そののち250，200， 150C仁入れてもついに僻化するものが
なかったが，卵内匹子完成率は前2試験仁比べて低いながらも， 5かー 65%仁達していたことは注目
すべきであろう.
これを要する仁， 100Cでニカメイガ匹子は約0.01という極めて低い発育速度で発育する，またそ
の期聞が長くなるほど，以後の適温における発育が阻害され，発育速度は低下いある程度以上
長くなると解化する力を失ってくる，その限界は10日と20日の間仁あるらしゃ，またこのような度合
は後仁入れる適温の温度が低いほど著しい，と言えよう.
匹子発育の中期または後期に100Cに入れたとき，前記ど同様の結論が得られるか否かは明かで
ない.併い 300C中に置かれた6卵塊をその瞬化約12時間前lこ100C仁入れ，更に5日経って
60ー 10。平均80C仁8日，のち再び100Cに入れ， 1日経ってすなわち通算して14日経ったとき
に装置の故障から温度が急昇して250C仁達したところ，全卵塊が73.7ー 97.4，平均83.2%の解
化率並びに89.5-100.0，平均95.6%の卵内匪子完成率で一斉に解化した.この期間の半ば以
上を平均80Cで過ごしたことから考えると，匹子発育の後期は低温仁対する抵抗力の強いことがう
かがえる.
c) 60ー100，平均BOCの発育状態 5卵塊を前試験ど同様lこ産付後20時間300Ctこ放置した
のち， 30日間100C仁入れ，さら仁30日間6。ー 100，平均80C仁処理してから320C仁入れ，
匪干の発育状態を検したところ， 3卵塊は反転期前後で発育を止めて居た.
別仁300C，20時間， 100C， 30日間¢発育を100C(J;発育速度0.01として計算してみると，
両者合わせて0.47となる. 250Cでこれと同じ発育をするに廿， 0.47~0.1537=3.06 日，つまり
73時間を要することとなり，これは後藤の反転期直後lこ当仇大体検鏡¢結果ど一致する.すなわ
ち， 100Cから更lこ低い60ー 100，平均80C仁入れたために匪子の発育が止まったとみてよく， 同
時仁この時期が低温仁弱いことを示すものと言ってよいであろう.
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他 1例は320C仁入れたとき，既{こ限斑期を過ぎた卵粒が多く，更lこ少数の卵粒は剛毛発生期
仁近づいて居た.これを後藤の表で示すと，平均91時間となるので， 91-73=18時間が平均80C
に入っていたときと同じ発育をする仁必要な250Cの時間である.平均80Cの期間は30日であるか
ら，これで250C，18時間の発育を割れば0.0038となり， 6。ー 100，平均80Cの発育速度はほぼ
0.004ということ仁なる.
残りのl例は反転期を過ぎたころまで発育して居た.これから前者と同様に発育速度を計算uて・
みると， 0.0013が得られた.
後者を， 100Cから 60-100平均goC仁
入れた影響を前者より強く受けたために発育速
度が鈍ったものと考えれば， 60ー100C，平均
goCの発育速度としてO.∞4が一応考えられ
ることになる.
やま逆算で求めた0.004という値を， 飼育
温度300C，処理60-100，平均goC，1 
日間，並び仁飼育温度250C，処理60-
100，平均goC，2日間及び同3日間とした
3試験仁当てはめて，逆に300C並び仁250C
の発育速度を計算してみると (a)，第4表の
ょう仁それぞれ実験式から得られた値 (b) Iこかなり近~'. したがって， 60-100，平均goCの発
育速度を0.004としたのは大体妥当のようである. しかし，この変温60-100，平均goCの結果
で恒温gOCの発育速度を推測することはこのままでは不可能である.
d) 50Cの発育状況 50Cで匹子が発育出来るか否かを検鏡で直接調べることは非常仁困難で，
今回はついに正確な資料を得ることはできなかった.
よって，実験的仁 5~C と数種の発育適温どを用~'， 100Cの場合のよう仁，発育日数から50C
の発育速度を逆算しようと試みた.
60ー100，平均80Cで処理されたニカ
メイガ匪子の後飼育温度仁おける発育
0.2C糊
0.1537 
。
発育速度 aは60-10。平均80Cの発育速度を
O.∞4として計算
bはy=0.106.x-0.1113から計算.
b 
度速育
a 
0.2142 
0.1562 
0.1686 
発
処理時間
??
，???
飼育温度
第4表
30 
25 
" 
50C処理の時期どJOoCにおけるニ力メイガ脹子の発育との関係第 5表
平均
卵期間
" 7.17 
5.75 
4.75 
卵内陸子
完成率
骨
2.t . 1 
76.9 
81.5 
91.7 
1∞.0 
90.0 
98.9 
96.2、
96.1 I 
99.7 l 
97.4 ) 
勝化率
" 23.2 
71.9 
80.9 
91.7 
99.7 
83.5 
98.9 
95.7 
96.0 
99.0 
95.8 
卵期間
??
?
??。??，。
??
?
???
???
??
? ??
《 ?
?
••••••••••• ??? ?????
?
??
?
?
?
処理時期
ひ-1
0-0.5 
O.らー 1
1-2 
各-3
与一4
4-5 
5-6 
らー 7
1 
2 
3 
4 
5 
6 
?????
??
?
???
区
処理時期かー 1土産付当夜から1日目まで， 1-21土産付1日後から2日目までを示す，その他これに準ず否.
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50Cの処理時間をまず24時間とし，その時期は産卵当夜から24時間(第1区)，次の夜から
24時間(第2区〉というように，漸次処理時期を1日ずつ遅らし，そのもっとも遅いものは産卵後
6昼夜を過ぎてから50Cに処理することにした〈第9区) (第 1図参照).この24時聞にわたる
1 
M 白〉
試 3
4 
5 
験 6
T 
8 
区 9
10 
11 
1 1 i 1 1 。。 1 2 3 4 5 6 7 
産卵後の時間(日〉
第 1図 50C処理の時期と卵期間との関係、・ 50C1日処理の時期 に二二コ 300C飼育
各グラフの右端は解イ七日時を示す.
50C以外は300Cの恒温である.更に産卵後直ちに12時間50Cに入れた第2区ι産卵後12
時間を経過したのちに 12時間50Cに入れた第3区をも設けた.その成績は平均値で示すと第5表
のようである.
第5表，第1図から卵期間が3群に分れることが判る.第1は卵期7.17日の第1区，第2
は第 2ー 7区の6区で平均5.75日，第3は第8-11の4区で平均4.75日である. この3群の
聞こは高い有為の差が見られた.第8，9両区は本来は産卵後5日及び6日を過ぎたときにそれぞ
れ24時間50Cで処理する予定の区であったが， 50Cに入れられないうちに卵は皆勝化したので，第
10， 11区と同じく 50Cで処理されない標準区となったわけである.
まず，第2群ど第3群の卵期間を比較してみる.前者は平均5.75日であるが， 50C， 12時間
処理の第2，3両区を除き， 50C， 24時間処理の第 4ー 7区の平均をとると5.85日となり，第
3群の平均4.75日どの間仁1.1日の差がある.つまり， 50Cに24時聞入れたため仁，卵期が1.1
日延びたわけで，帰化率，卵内陸子完成率も第3群と変りがない.すなわち， 50C は単に匹子の
発育停止のみに結果するかのようにみえる.
次に，第2群第 4ー 7区と同様に， 50C 24時間処理された第1区の卵期が異常lこ長く 7.17
日と，第2群第 4ー 7区よりほとんど 1日半も延びて居ることは何を意味するであろうか，同区の
解化率並びに匪子完成率が他の区に比べて著しく低いことと併せ考えれば，産卵後直ちに50Cとい
う低温に1昼夜も処理されると，そののち適温に移されても，その匪子の発育に悪影響があるという
ことを示すものではあるまいか.
第2，3区は， 50C仁処理された時聞はともに12時間で，同じ第2群の第 4ー 7区の半分に
過ぎないにもかかわらず，卵期聞が予想以上に延びて居仇結局， 50C処理の時聞は短くても，そ
-2∞-
の時期が第 4ー 7区仁比し早いために，第1区の場合と同様にそののちの発育に悪影響を受けたも
のと考えることが出来る.文，第2区の方が第3区よりもその影響がやや強いようlこ思われる.
飼育温度を350，280 Cとした場合でも，文，処理期間を1-4日とした実験でも，このような
関係が見られる.之等の実験結果をすべて一つ仁纏めて示すと， 第2図のようである.各試験と
も，それぞれの区の聞に有為の差のなひものは纏めて平均して示した.
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第 2図 50C処理の時期並びに期間と卵期間どの関係-・ 5"C処理の時期と期間 巴===1 350 • 30". 28". 25"C飼育
各グラフの右端IÌ~化日時を示す.
いずれの場合も，標準区仁比べ，例外はあるが，処理区は処理日数に大体相当するくらい卵期
聞が延びて居る.これは， 50C仁入れられていた聞は匪子の発育が停止していたことを暗示するもの
と考えられるので，次の計算を行ってみた.
計算の基礎数字は之等の結果並びlこここ仁は示さなかった同様の試験結果である.之等から50C
の発育速度を逆算してみると，第6表のようである.計算は次式lこょった.
x=.1ー (n-m)V 一一-m 
x:処理温度 5"Cの発育速度
m:同50Cの処理日数
V:飼育温度の発育速度
n:卵産付より鮮化までの日数〈卵期間〉
これ仁よると，処理温度50Cの発育速度 zは6試験のうち5試験まで負の値を示した.この負
の値が得られたことについては2つの原因が考えられる.その1つは誤差によるもので，その誤差の主
因は，実験数の少ないことも勿論であろうが，産卵直後から実験開始までの聞に-2.5時聞からー
0.5時間のずれがあるとと， 及び実際の卿化時刻とその調査時刻との聞に最大6時間近くのずれが
あり得ること， この2点である.
他の原因li，50C仁入れられたためlこ，その後の飼育温度仁於ける発育速度が鈍化したにもかか
わらず，標準の発育速度で逆算したことである.言葉をかえれば，逆算の結果J 50Cの発育速度が
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50C処理の時間とニカメイガ怪予の発育との関係第 6表
各飼育温度の発育速度50C の
発育速度卵期間処理時間飼育温度
?
??
?
?
b 
ω.創的
0.2067 
0.1856 
0.1537 
a 
0.2049 
0.2062 
0.1779 
0.1486 
0.1502 
0.1538 
-0.0179 
-0.∞25 
-0.0108 
-0.0344 
-0.∞79 
十O.αぬ2
圃
5.84 
5.85 
9.62 
7.73 
9.66 
10.50 
圃
1 
???
????
?
。今
。
50Cの発育速度li各飼育混度の発育速度をbとして計算
発育速度aは50Cの発育速度をOとして計算
bl土y=0.0106'%-0.113から計算.
。
負の値をとったことは.50C処理がその後の飼育温度の発育に悪影響を及ほし，之をおくらせたこと
を意味する.之は第2図で例外的に.50C処理の時期が早ひとき，文その期聞が長いとき仁著しく
現われて居る.併し， もしこの館長簿が一般的に強いものとすれほ， 第6表の250Cの3つの区におけ
る50Cの発育速度が，その処理時間の長い程強く負仁偏る筈であるが，その傾向は見られない.従
ってこの影響はあるとしても一般的仁は僅かなもので，前述の誤差にかくれるものと考えられる.
このように， 50Cの発育速度をがめることは，計算からも，直接の検鏡からも失敗仁帰したわけで
あるが，それが0文は0に非常に近いものであろうことは，いまこれを0と定めて， 飼育温度350，
300， 280，及び250Cの発育速度 (a)を求めてみると，第6表のよう仁，いずれも，この4種の
恒温飼育から得られた発育速度 (b)仁ほぽ等しし1かやや小さし1程度であることから，推察できる.
第2図の結果で，例外的であるのは，試験区の卵期聞が標準区の卵期間+50C処理期間より
著しく大きい場合である.これは50C処理仁よって，その後の飼育温度仁おける匪子発育が大きく
阻害されたど見るべきで，その極端な例が卿化率OQ:場合である.特仁350Cの試験では，これのみ
でなく一般的仁解化率が著しく低む¥これは， 50Cに24時間処理中仁死亡したものでなく， 50C 
から急に適温限界を越えたと見られる350Cに入れられたための影響であろう.用いた5卵塊とも仁
350C中で若干匪子が発育したからである. しかし，匹子完成までにはつい仁至らなかった.
要する仁.50C処理はその処理時期が早い
ほど，そののちの発育適温内仁おける匪子発
育に悪影響を及lます，文，これは50C処理の
時間仁もよるもので，その時聞が長くなるほど，
その悪影響が強〈現われてくる.この処理日
数ι悪影容の現われない匪子発育の程度と
を，第2図と後藤の報告から併せ推察して示
すと，第7表のようである.
すなわち， 50Cは1日間処理の場合，頭禰
期以後， 3日間処理のとき突起形成期以後， 4日間処理のとき反転期以後ならtr，単仁匪子の発
育を停止させるか，文はそれlこ近。程度の影響を与えるのみであるが，それぞれその以前の発育状態
仁あるとき仁50Cに処理されると，それ以後の発育仁悪影響を及ぼして，その発育速度を低下させ
50C処理の時間と惑影響の
現れない処理時期との関係、
同左のII子発育状態
頭褐期
〈突起形成初期〉
突起形成期
反転期
第7表
50C処理悪影響の現れない
m臨聞 処理時期の始め
一一一一一」産付か長の時間)
日 日
1 1 
2 
3 
4 
2 
3 
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ると言うことができる.50C， 2日間処理は資料を欠くが，突起形成初期頃がほぼその境仁当ると
考えられる.
考 察
理論的発育零点以下でも，実際に発育することは各種の昆虫で既知の事であるが，ニカメイガ卵
でも， 100Cの発育速度はほぼ0.01であるととを推測し得た. しかし，との100Cのみで匪子の発育
が完了するか否か，すなわち，!m化が可能であるか否かは今回の試験ではまだ不明である，つまり，
Johnson (1940)の言う developmental-hatchingthreshold文は Linet al.のthreshold
of developmentは確められなかったが， Lin et al.の Oncopeltus卵文は Tribolium卵に関
する実験報告から考えると，螺卵のhatchingthreshold は100C文はそれよりやや低い処にあるの
ではあるまやか.
更に下って， 50Cの低温が棋卵に与えた影響を見ると， 50Cは恐らく匪子発育の限界以下のよ
うに思われるが，その点は明確ではない.少なくとも， hatching threshold以下lこあるととは推定
して誤りないようである.
Lin et al.は Oncopeltus卵及び Tribolium卵では全発育期間を通じて， threshold 
tem pera ture以下の低温に対する temperaturesensitive periodは見られないと言うが，螺
卵では，多くの昆虫の場合のように，この時期が明かに見られる.すなわち，匪子発育の初期が低
温 (50C)に敏感であり，この時期の低温遭遇は以後の適温における匪子発育の速度を著しく低
下させるか，文は発育を停止させる.文との時期の停温遭遇が長。ほどこの傾向は著し~"'.
山口(1939)は家蚕卵で，障害に対する抵抗力の第1降下点は産付後1-3時間，第2の
それは12時間後で， 20ー，25時間目に抵抗力は著しく高まり，以後その状態を続けると言うが，
低温に対しては触れていない.室賀(1947)はOoCに対する家蚕卵の抵抗力は産下直後最も強
く，続いて1時間目となり， 2時間目は最も弱ひとしたが，それ以後につひては言及して0ない.こ
の低温を一つの障害と見て，山口の障害抵抗曲線仁あてはめると，おおきっぽにならして，本試験で
得た螺卵の50Cに対する抵抗の消長を示すよう仁思われる.更に，家蚕卵では反転期が文弱いと言
われているが，螺卵でもその傾向があるようである.
文匪子発育の初期といっても，山口の述べているように.更仁狭い範囲が特に敏感なのであろうこ
ともほぼ推測できる.
最後に100Cの発育速度は0.01， 60ー100平均80Cのそれは0.004，50Cのそれは0文は0
に非常に近いということが推定されたが， この発育速度は， 150ー350Cの6種恒温の発育速度と
は意味の異なるとと仁注意しなければならない.というのは，その求め方が異なるからである.後者の
場合は産卵から僻化までの日時すなわち発育完了換言すれtf!!lf化完了ということを一方の目安とし
て卵期間を定め，発育速度を求めたのであるが， 100C，平均80C，50Cの場合は匪干のある期
間中の発育として解化どは無関係に求めたのである.従って，との場合の発育速度は一般に用いる
卵の発育速度〈近くはLinet al.のいう ratioof development)どは事質的に異なるものであ
る.この間題は既に小泉(1939)がテグス蚕の卵仁ついて詳しく指摘してやる.
鏑 要
ニカメイガ卵を350，300， 280， 250， 200， 150， 100， 50Cの恒温， 並び仁6。ー100平均
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80Cの変温で飼育して次の結果を得た.
1) 300ー150Cの間では，温度ど発育速度どの関係は直線的で，温度の増加に比例して速度
も増加する.温度と発育速度文は卵期間どの関係は次式で示される.
y=0.0106x-0.ll13 
T (t-l0.5)=94.31 
2) 350 C位螺卵匪子の発育好適限界を越える.
3) 100， 60-100平均80，及び50Cの発育速度どしてそれぞれ0.01，O.∞4並び仁O文は
それ仁非常に近い値が推定された.
4)このような低温仁匪子が接触すると，そ¢温度¢低いほど，接触時が産付時仁近いほど，又
接触の時聞が長いほど，その後の発育適温における匪子の発育は悪影響を受ける.
5)ここに得られた100C以下の発育速度は勿論匪子期のある中途段階における発育の速さを
示すもので， 350ー150Cの恒温の発育速度のように佐子の全発育完了すなわち僻化ということを条
件として求めた発育速度とは本質的に異なるものである.
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